様式１
年　　月　　日

（あて先）
　　　　　　　　　　　様
甲府地区消防本部消防長または
管轄署長（南・中央・西）を記載


申請者（団体の場合は代表者）
住　　所
氏　　名　　　　　　　　　　　　　㊞
担当者名
電話番号　　　　（　　　　）
応急手当講習受講申請書
応急手当講習の受講を、次のとおり申請します。
	受講希望年月日及び時間
	　　　年　　月　　日（　）　　　時　　分から　　　時　　　分まで

	受講希望場所
	

	団体の名称及び受講者数
	



受講を希望する講習の種類及びコースの□にチェックをしてください。
	□普通救命講習Ⅰ　心肺蘇生法(主に成人を対象)、大出血時の止血法
□定期普通救命講習Ⅰ（※２時間コースを選択してください。）
	□３時間コース

	
	□２時間コース

	□普通救命講習Ⅱ　心肺蘇生法(主に成人を対象)、大出血時の止血法
※業務や活動領域から心停止者に対し応急の対応をすることが期待・想定される方が対象です。
	□４時間コース

	
	□３時間コース

	□普通救命講習Ⅲ　心肺蘇生法(主に小児、乳児、新生児を対象)、大出血時の止血法
	□３時間コース

	
	□２時間コース

	□上級救命講習　心肺蘇生法(成人、小児、乳児、新生児を対象)、大出血時の止血法
　　　　　　　　傷病者管理法、手当の要領、搬送法
	□８時間コース

	
	□７時間コース

	（注意事項）
１　普通救命講習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及び上級救命講習は、受講者全員が応急手当WEB講習受講証明書（受講日の２ヶ月以内に発行されたもの）の認定を受けた場合に１時間の短縮コースの受講が可能です。
２　講習時間を分割し、複数回での受講も可能です。
３　再講習の方は前回交付された修了証を当日持参してください。



	□救命入門コース
	□９０分コース（基本的心肺蘇生法及びＡＥＤの使用法）

	
	□４５分コース（胸骨圧迫要領及びＡＥＤの使用法）

	□ 基礎救命講習
（１２０分以内）
希望する項目にチェック
してください

	□ 応急手当の重要性　　　　　　　□ 搬送法
□ 心肺蘇生法　　　　　　　　　　□ 副子固定法
□ ＡＥＤ使用法　　　　　　　　　□ 熱傷の手当
□ 異物除去要領　　　　　　　　　□ 熱中症への対応（予防を含む）
□ 止血法　　　　　　　　　　　　□ 搬送法
□ 包帯法（三角巾等）　　　　　　□ 想定訓練
□ 傷病者の管理法（保温法、体位管理）
□ その他の手当（用手による頸椎保護等、溺水への対応等）



年　　月　　日

（あて先）
　　　　　　　　　　　様

申請者（団体の場合は代表者）
住　　所
氏　　名　　　　　　　　　　　　　㊞
担当者名
電話番号　　　　（　　　　）
応急手当講習受講申請書
応急手当講習の受講を、次のとおり申請します。
	受講希望年月日及び時間
	　　　年　　月　　日（　）　　　時　　分から　　　時　　　分まで

	受講希望場所
	

	団体の名称及び受講者数
	



受講を希望する講習の種類及びコースの□にチェックをしてください。
	□普通救命講習Ⅰ　心肺蘇生法(主に成人を対象)、大出血時の止血法
□定期普通救命講習Ⅰ（※２時間コースを選択してください。）
	□３時間コース

	
	□２時間コース

	□普通救命講習Ⅱ　心肺蘇生法(主に成人を対象)、大出血時の止血法
※業務や活動領域から心停止者に対し応急の対応をすることが期待・想定される方が対象です。
	□４時間コース

	
	□３時間コース

	□普通救命講習Ⅲ　心肺蘇生法(主に小児、乳児、新生児を対象)、大出血時の止血法
	□３時間コース

	
	□２時間コース

	□上級救命講習　心肺蘇生法(成人、小児、乳児、新生児を対象)、大出血時の止血法
　　　　　　　　傷病者管理法、手当の要領、搬送法
	□８時間コース

	
	□７時間コース

	（注意事項）
１　普通救命講習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及び上級救命講習は、受講者全員が応急手当WEB講習受講証明書（受講日の２ヶ月以内に発行されたもの）の認定を受けた場合に１時間の短縮コースの受講が可能です。
２　講習時間を分割し、複数回での受講も可能です。
３　再講習の方は前回交付された修了証を当日持参してください。



	□救命入門コース
	□９０分コース（基本的心肺蘇生法及びＡＥＤの使用法）

	
	□４５分コース（胸骨圧迫要領及びＡＥＤの使用法）

	□ 基礎救命講習
（１２０分以内）
希望する項目にチェック
してください

	□ 応急手当の重要性　　　　　　　□ 搬送法
□ 心肺蘇生法　　　　　　　　　　□ 副子固定法
□ ＡＥＤ使用法　　　　　　　　　□ 熱傷の手当
□ 異物除去要領　　　　　　　　　□ 熱中症への対応（予防を含む）
□ 止血法　　　　　　　　　　　　□ 搬送法
□ 包帯法（三角巾等）　　　　　　□ 想定訓練
□ 傷病者の管理法（保温法、体位管理）
□ その他の手当（用手による頸椎保護等、溺水への対応等）



